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はじめに(本書の目的) 

 沖縄県学力向上推進施策として、｢自立した学習者｣育成プロジェクトを令和７～９年度推進することにな

りました。県施策では、学びの質を高める授業改善と、自ら学びを進めることができる｢自立した学習者｣を

育成することを核とした方針となります。 

 これまでの施策では、教師の授業改善への意識が高揚し、一定の成果があったものの、教師がどのような

指導の工夫を行ったかに関心が寄せられ、学習者がどのように学んでいるか、｢学習者の姿｣に着目する視点

が弱く、時に学習者本来の成長を見落とす結果につながっていた可能性があります。 

 ｢自立した学習者｣育成プロジェクトでは、｢授業改善４つの取組｣と、｢育成を支える４つのポイント｣を中

心に、｢自立した学習者｣育成に向けた取組の一層の充実を求めております。 

 そこで、施策の方針を受け継ぎつつ、より具体的な改善の視点として例示すべく、本書を作成いたしまし

た。学習者は多様であり、全ての学習者にあてはまる取組というものはありません。教育理論と実践･修正を

往還しながら授業改善を図っていく必要があります。本書は、全ての内容を全ての授業に盛り込むといった

趣旨ではなく、授業改善を図るときの視点として、または校内研修で生かすものとしてご活用いただければ

幸いです。 

 

〇｢自立した学習者｣ 

 沖縄県学力向上推進施策｢自立した学習者｣育成プロジェクトで、｢目的や状況に応じて、自分に合った学び

方を工夫したり、学習意欲を自ら引き出したりして学習できるような児童生徒｣としています。いつまでも、

教師の直接的な指示がないと学習を進められない児童生徒から脱却し、VUCA時代(予測困難な時代)を生き

抜き、正解が一つに絞れない問いに、試行錯誤しながらも、最適解･最善解を求め続ける粘り強さをもった児

童生徒の育成が急務となっています。 

 

〇伴走者(ESCORT RUNNER) ～指導から伴走へ～ 

 令和の日本型教育において、すべて教師が教えるといった指導メインの授業から、学習者が学び続けるこ

とができるよう、寄り添いサポートする伴走者のような役割が教師に求められています。 

 例えば、自転車の乗り方を教える場面において、後方から支えながら子どもがチャレンジしたくなる負荷

を与えること。そして、求められたときに自然と横にいる。支えている手が離れているのに気づかないまま

漕ぎ続け、最終的に乗り方を身に付けているような寄り添い方と言えます。 

 学習者が「自ら学ぶ力」を獲得させるために、最初は、多様な学び方を経験させたり、選択肢を提示した

りします。その経験を基に、学習者自らが学び方を選択した際には、適時適切な支援を意図的に行っていく

等、学びを導くファシリテーター等としての役割も求められます。 

 

〇学習観・指導観の転換 

 ｢自立した学習者｣の育成に向け、｢教師がどう教えるか｣ではなく、｢学習者がどう学ぶか｣の｢学習者目線｣

に立った授業づくりを考えてみることが必要です。 

 【図１】(P2)のように、｢学習は教わるものであり、させられるものである｣、｢学ぶことに喜びを感じる

どころか、忍耐と同義語のように感じている｣という学習観や、｢教師が教えなければ学習者は学ばない｣、

｢教師が一つ一つ指示し、注意しなければ学習者は遊んでしまう｣という指導観からは、自立した学習者は育

たないのではないでしょうか？  

  

https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008819/1008876/1008879.html
https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008819/1008876/1008879.html
https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008819/1008876/1008879.html


－２－ 

 

  ■子供にとっての学習観の転換 

■教師の指導観の転換を！ 

学習ってこん

なもんだよね 

●答え(正解)は先生がおしえてくれる 
●話し合っても頭がいい人の意見が正解だ 
●勉強とは暗記と忍耐だ 
●評価が下がるから提出物を出さなきゃ 
●席次が大事 
●間違えるのはダメだ 

こんな場面は

ないですか？ 

●くわしく説明すれば、たいていわかるはずだ 
●｢正解!頭いいね｣ 
●｢これ、覚えといてよ｣ 
●｢提出しないと評価下がるよ｣ 
●｢予習したことを先に発言されると、やりにく
いなぁ｣ 

そのためには 

これまでは 

これまでは 

〇答えは自分で(自分たちで)考えて、探していくんだ！ 
〇自分が納得いくまで考え抜いた｢考え｣は、とっても価値がある。それは、学習を
重ねることでどんどん豊かになっていく。だから、｢学ぶことは楽しい！｣ 
〇自分が考えたことを伝えたいし、知ってほしい。他の人の意見を聞きたい、友達
と｢考える｣って楽しい！ 
〇(人との比較ではなく)自分の学びを振り返り、 
 夢実現のためにどうしたらいいか考えたい。 
 自分の学びをコントロールするのは楽しい。 
〇試行錯誤が楽しい！新しいことに挑戦したい！ 

〇教師は児童生徒から｢問い｣を引き出し、授業をファシリテートする役割へ(教
師主導から学習者中心の学びへ) 
〇教師が｢教える｣ではなく、子供たちが自ら｢つくる、構成する、粘り強く試行錯
誤する｣授業への転換を。 
〇どの子にもその授業で｢学び｣がある。何を学んだか子供が自覚し、次の学びへ
自己調整できるようなしかけや、価値づけが教師の役割  

 (みとり＆フィードバック) 
〇児童生徒が自学自習力や学習方略を身に付け、｢学び方を
学ぶ｣ことを意識できる授業を。 

めざすのは 

めざすのは 

【図１】R3 ｢学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料｣文科省 
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 上の項目は、互いに独立したものではなく、相互に影響を及ぼしながら高め合っていくものです。多様な学

習者が対象となるため、上の取り組みを行えば、一律に目標に到達するといった容易なものではありません。

教育理論と実践･修正を往還させ、日々の授業改善を繰り返す教師の姿が、学習者の手本となり、学習者が自

分に合った学び方を工夫して、学習意欲を高め、自立した学習者の姿を獲得していきます。学習者一人一人を

主語とした授業改善に取り組みましょう。 

 

 

～本書の構成～ 

上図の｢授業改善の４つの取組｣と｢育成を支える４つのポイント｣は沖縄

県学力向上推進施策｢『自立した学習者』育成プロジェクト｣に沿って構成

しております。それぞれの小項目の後ろはページ数を記しています。青字下線については、関連ページまたは、

外部サイトに飛ぶようリンクを設定しています。  

自立した学習者の育成に向けた授業改善の視点 

 

授業改善４つの取組 

 

｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣ 

の一体的な充実 

 
｢学習基盤としての ICT｣の活用 

〇｢学び方｣を学ぶ授業の構築(P4) 

〇｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣(P6) 

〇学習適性を意識した授業の構築(P8) 

〇発問の工夫や場の設定(P10) 

 〇思考を整理し考えを深める提示の工夫

(P11) 

〇学びの選択肢としての ICT活用(P1４) 

 

｢指導と評価の一体化｣の実現  ｢自学自習力｣を育む取組の充実 

〇単元終了後に身に付けてほしい力の明確化

と共有(P14) 

〇｢見方･考え方｣を働かせ、鍛える(P15) 

 〇目的意識を持たせ学ぶ意欲を引き出す

工夫(P17) 

〇学習者自身が自らの学びを深める自学自

習･探究学習への支援(P19) 

〇学びの原動力となる｢問い｣(P21) 

 

育成を支える４つのポイント 

 〇自己存在感の感受(P22) 

 〇共感的な人間関係の育成(P23) 

 〇自己決定の場の提供(P23) 

 〇安全・安心な風土の醸成(P24) 

 

主体的･対話的で深い学びの実現 一人一人の学習者を主語にした授業 

https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008819/1008876/1008879.html
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｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な充実 
｢学び方｣を学ぶ授業の構築 

 教師が｢教えたらできる｣という考え方では、教師が全てのことを教えなくてはなりません。自立した学習

者には、自ら問いを持ち、解決への見通しを持ちつつ、試行錯誤しながらでも解決に向かう力を持っている

と考えます。そのために｢学び方｣を教えているという教師の視点が必要です。 

 

○自分で学びを自己調整するために｢動機付け・学習方略・メタ認知｣の獲得を図る 

 学び方を知っている自立した学習者は、自らの学びを自己調整する力を持っていると考えられます。しかし、

｢学び方(勉強の仕方)｣がわからなければ、自ら学びを進め、学びの調整

を図ることができません。そこで、伴走者として教師が｢動機付け(やる

気･学習意欲)、学習方略(学び方)、メタ認知(客観視)｣の 3 つの要素を

関連させながら学習に向かうよう手立てを図っていくことが必要です。

｢動機付け｣の詳細については本書｢目的意識を持たせ意欲を引き出す工

夫｣(P17)、｢メタ認知｣については｢『メタ認知』を働かせ、自らの学び

を調整する｣(P18)を参照ください。 

 

○この教科における学び方や取り組み方を身に付ける 

 近年の授業において｢正解は何か｣といった知識の量を問う問題から、｢正解を導くにはどのようなアプロー

チを取れば良いか｣を尋ねる設問が増えてきました。学習者が教科書などで学んでいない事柄について、説明

を読み、そこで得た情報をもとに課題に答えたり、考えや意見をまとめて論述したりするといった問題で

す。このような設問は、今求められる学力観を獲得するために、教師主導の授業から、学習者が｢学び方｣を

考える授業の一例と言ってもよいでしょう。教師が丁寧にすべてを教えきるという発想から、課題を与え｢ど

うするかを学習者に考えさせる｣授業を推進しましょう。そのためには、各教科の特性、見方･考え方をおさ

えた指導が必要となります。(｢見方･考え方｣を働かせ、鍛える P15参照) 

 

〇学習の基盤として育まれ活用される資質･能力を身に付ける 

 教科等を越えた全ての学習の基盤となる必要な資質･能力は多くあります。例えば、言語活

動を通じて育成される言語能力。情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理･比較し

たり、得られた情報を分かりやすく発信･伝達するといった学習活動等を通じて育成される情

報活用能力。そして問題発見･解決能力等があります。下の表はこれらの力を活用する例で、

学習者が自らの課題を見付け、その課題を解決するまでの過程で、様々な知識を得ていくと

いう｢問題解決的な学習｣の学習過程となります。様々な資質･能力は、各教科の特性を生かし

ながら、授業で繰り返し学ぶことで、徐々に身に付いてきます。右の写真のように、学びの

サイクル(学習の流れ)を提示し、今学び方のどの位置なのか確認しながら進めることも、学習

定着へのひとつと言えます。(｢見方･考え方｣を働かせ、鍛える P15参照) 

①課題を捉える 
新たなことへの出会い。これまでの経験や知識との間に生まれた疑問。自
分から解決したいと感じる｢問い｣。 

 
△覚えたかどうかのみを確認する授業になっている。 
△他の場面で活用できる学びになっていない。 

こんな授業になっていませんか 

学習者 

動機付け 
やる気 

学習方略 
学び方 

メタ認知 
客観視 

【図２】参考 自己調整学習理論：Zimmerman 
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②解決の方向性を考える 
解決の方法を見通す。答えを予想する。調べる視点をもつ。学習の道筋を
立てる。 

③課題に向き合う・交流する 
色々な｢学び方｣を活用しながら、課題解決に挑戦する。 
試行錯誤しながら②～④をすすめる。 

④まとめ、振り返る 

うまくいったこと、いかなかったこと、新たな気付きなど、課題や学習方
法などを振り返る。そして、次の学びにつなげる(復習･発展問題･個別課
題･予習･探究)。 

(自主学習(家庭学習)の役割を見直し、自己決定を促す P20参照) 

 

○自分に合った｢学び方｣とは 

 ｢勉強方法がわからない｣という学習者の悩みに、教師にとって効果的であった学習方法が、必ず解決でき

るとは言えません。例えば、理科を学習するときに、①生物の分類名など単語帳で繰り返し確認する(反復練

習)、②動植物を階層で整理する(分類整理)、③生態系と環境のつながりをマインドマップで描く(関連付

け)、④水の性質を個体･液体･気体に変化する様子を動画で理解する(視覚の利用)など、多様な学び方があり

ます。誰にでも通用する｢学び方｣があるわけではなく、様々な｢学び方｣を知っていて、それら｢学び方｣を試

行錯誤しながら、自分に合った｢学び方｣を見付けることができれば、それが学習者個人にとって自分に合っ

た｢学び方｣であるといえるでしょう。｢学び方｣を意識することで、自分で学習計画を立て、進捗を管理し、

効率的な学習方法を見出しながら、躓きがあっても問題解決する手段を見つけやすくなり、自立した学習者

につながるものと考えます。 

 学び方(例) 具体例 

反復練習 
 同じ形式の問題を反復して解いたり、運動や演奏などで、模範例を反復して真似たりす

ること。また、記憶定着を目的として、一定の間隔を置く、毎日定時に学習や練習を反復

したり、ゲーム性を取り入れたりするなど楽しい環境で勉強する学習方法。 

分類整理 
 やみくもに覚えるのではなく、カテゴリー別に要点をまとめたり、整理して全体構造を

把握したりしながら覚える学習方法。 

関連付け 
 語呂合わせ・要約・共通点と相違点の比較・類似例と対照例を挙げる・時系列で学ぶ

等、覚えるべき情報を他の情報と関連付けて記憶に残したりする学習方法。思考ツールな

どの活用も考えられます。 

視覚の活用 
 ノートに大切な個所を色別で区別・強調したり、イラスト・図解、マインドマップを描

いたり挿入したりすること。デジタル教科書等の動画やアニメーションを見たり、学習ア

プリを活用したりする学習方法。 

援助を求める 
 自分の学習を進めるために周囲のリソース(教師、友人、家族、専門家、ICTツール等)

を意識的に頼る学習方法。学習者は、自分が｢何を助けてもらう必要があるか｣を明確に

し、適切に支援を求めることで、学びの質を高めることができます。 

 自分に合った｢学び方｣には、学習適性も関係があると考えられます。(学習適性を意識した授業の構築 P8

参照) 

 

○｢学び方｣を発達させる４段階 

 学習に対する｢やる気･動機づけ｣(｢目的

意識を持たせ学ぶ意欲を引き出す工夫｣

P17参照)が効果をあげ、｢学び方｣を知

ったからといってすぐに自ら学ぶ力が身

につくわけではありません。自らの学び

を調整できるようになるためには次の 4

つの発達段階【図３】があると言われて 【図３】｢自己調整学習と動機づけ｣ ﾃﾞｨﾙ･H･ｼｬﾝｸ ﾊﾞﾘｰ･J･ｼﾞﾏｰﾏﾝ編著  

     塚野州一編訳 (北大路書房)を参考に作成 
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います。例えば、家庭学習等の良いモデルを掲示し、学習者に促しても自分なりの学習方法に馴染んでいな

いことが多いはずです。｢学び方｣のパターンを理解し、真似てみて、他の学習にも試してみます。何度か試

すうちに、自分で使いこなせるようになってきます。そうなってくると、教わった学びだけでなく、自分な

りの学び方を工夫して、状況に応じた学び方をするようになります。  

自転車も、親から乗り方を見せてもらってもすぐ乗れるものではなく、色々な場所で訓練して、最終的に

乗れるようになります。そして、自転車と一緒で、一度自己調整力を獲得すると自分で自走でき、生涯に亘

って確かな力となるはずです。 

 

 

｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣ 

 これまでも ｢個に応じた指導｣として、教師は支援が必要な学習者に個別に声掛けしたり、補習を行ったり

と、個々へ手を差し伸べてきました。しかし現在、多様な学習者が存在する学級において、全員が同じペー

スで同じことをしなければならないという学習では限界が見えてきています。令和の日本型学校教育では、

「だれ一人取り残されず、だれもが自分らしさを大切にしながら学ぶことができ、一人一人の可能性が最大

限に引き出される教育を実現することを期するもの」としています。｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の

一体的な充実は、その具現化に向けた視点の一つとされています。 

 

○｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な充実 

 令和の日本型学校教育では、一人一人が

自分の学びを追究しつつ、他者と協力しな

がら新しい価値を生み出していく学習者の

姿が求められています。 

 ｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣にお

いては、学習者が｢学び方｣を自己判断･自

己決定することの連続が求められます。ま

た、交流活動の場で、個別に学んだ知識が

他者の学びを助け、自分とは異なる他者の

視点を取り入れることで、新たな気づきを

生み出す活動などもみられるでしょう。

｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣を一体

的に捉え、充実を図ることで、学びの多様

性を引き出し、自律性と共生力が養われ、深い学びに繋がります。 

 しかし、学習者は｢自分の学びを自分で選ぶ｣経験が十分とは言えません。授業の中で、修正･改善を前提と

した｢学び方｣の自己調整を経験させることも必要です。そのためにも、我々教師は学習活動を自分で｢選ぶ･

決める｣場面があり、それを振り返りながら自らの学習を調整する場面を設定していかなければなりません。 

 

 

 
△一部の学習者が取り残され、学習に参加していない。 
△やりたい意欲が高まっているにもかかわらず、その時間が与えられていない。 
△話し合いをしても学習者が必要性を実感していない。 

こんな授業になっていませんか 

【図４】 
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○｢個別最適な学び｣に向けた｢指導の個別化｣ 

 教室には多様な学習者がいます。私たち教師は、一人一人の学習者の違いを認めること、学ぶスピードや

理解するまでの過程に違いのあること等、学習者たちの多様性に目を向けることが大前提となります。だか

らこそ一定の目標を全ての学習者が達成することを目指し、個々の特性、学習進度や学習到達度が異なる学

習を進めることが重要です。その中で学習者が学習方法や教材、学習時間等を個々の学習者が柔軟に選択

し、自分のペースで取り組めるような学習環境づくりも求められています。 

 環境づくりの例をあげると、個人や協働で学ぶ｢時間｣、数人で取り組める学習スペースの｢場所｣の提供が

あります。共通で取り組む課題以外にも、基礎･標準･応用など段階を分けた教材を提供したり、学習適性を

意識した助言･支援をしたり、自主学習、実践的な学びや実生活に繋がる｢問い｣の提供等もあるでしょう。学

習者の学びを充実させるためにも、図･写真･具体物･動画など視覚資料･ICTツールを積極的に活用させてい

きましょう。(学びのねらいに迫る場面で、ICTの特長を生かす P12参照) 

 その上で学習者に自分の特性に合った学びを選ばせることも大切です。教師の個別指導を待つ学習者に育

ってしまわぬよう、日常の授業を通して、自立した学習者の育成を目指しましょう。(学習適性を意識した授

業の構築 P8参照) 

 

○｢個別最適な学び｣に向けた｢学習の個性化｣ 

 学習者は興味･関心･キャリア形成の方向性も多種多様です。｢学習の個性化｣が目指すものは｢個々の学習者

の学習進度、興味･関心等に応じた異なる目標に向けて、個々に合った学習活動や学習課題に取り組む機会を

提供することで、学習を深め、広げること｣と言えます。 

 本時の授業を終えて、振り返りから次の学びに繋げるとき、ある学習者は復習に力を入れるのに対して、

もう一人の学習者は身近な日常でどのように活用されているのか、探究学習に取り組むこともあります。 

 また、総合的な学習の時間で情報と社会の関わりについて学習課題を設定する場面で、自分はスポーツに

興味があるからプロスポーツ選手がどのように

情報を収集して戦略に生かしているかを調べ

る。自分は文章を書くのが好きだから、編集の

仕事をする人が生成ＡＩを使ってどのように仕

事を効率化しているのかインタビューする。こ

のように、学習者が自分の興味･関心に応じて、

学習課題を自身で決定していくことなどです。

(自主学習(家庭学習)の役割を見直し、自己決定

を促す P20参照) 

 

○学習者にとって必要感のある｢協働的な学び｣  

 学習は他者に説明をすることによって、自信を持ち、新たな発想・着眼点を得たり、違和感を抱き揺さぶ

られたりするなど、考えが広がり深められるものです。｢これまでも交流学習は取り入れてきた｣と学習形態

だけに目を向けたり、解けた子が、解けていない子へ教えるだけのペア学習を取り入れたりするだけでは、

協働的な学びとは言えません。 

 ｢協働的な学び｣では、答えや解き方が一つとは限らない問いを、学習者は自分事として捉え、多様な他者

の多様な考えに触れることで、学び合うことの重要性を味わい、話し合うことで新たな視点を得られる経験

をしていきます。その経験を通して、多様な考えを取り入れる必要性を実感し、主体的に課題を解決してい

【図５】｢進め！理科道～よい理科指導のために～｣ 国学院大學教授 寺本貴啓 
(みんなの教育技術) 

https://kyoiku.sho.jp/287070/
https://kyoiku.sho.jp/287070/
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ける自立した学習者に向かっていきます。 

 

○｢協働的な学び｣の活性化 

 教師が一つ発問すると、複数の学習者の発言が互いにつながり、続いていく授業があります。あれこれ考

えを巡らせた学習者は、同じ課題に取り組んでいる他者に自分の考えを伝えたくなるでしょうし、他者の考

えを聞きたくなるでしょう。まずは、｢～さんに似ている｣｢～さんに反対で｣｢～さんの意見に付け加えて｣｢つ

まりそれは｣｢だから｣などと、個々の発言をつなぐルールを決めることも、活性化させる一つです。 

 また、ペア学習や話し合いの場が行き詰った際には、教師が一緒になって解決に向けた視点を考えさせる

等、交流活動での自己調整を体験させることも自立した学習者に繋がると考えます。(知識理解の有無を確認

する｢質問｣、思考や行動を引き出す｢発問｣ P10参照) 

 

○｢協働的な学び｣に向けた教師の役割 

 ｢協働的な学び｣には、｢他者と協働して解決する｣経験を繰り返すことで、持続可能な社会の創り手として

の自覚を促すねらいがあります。日常の授業等では、学習者が話し合いをしたいと思えるような｢協働的な学

び｣を通して、互いを尊重する関係が生まれ、よい学級経営につながっていきます。その際、教師には自らの

価値観を押しつけることなく、学習者の発言や個々の考えに対する理解と興味をもって、話し合いが促進さ

れるようなファシリテーターとしての役割が求められます。  

 しかし、時には学校で｢みんなで同じことを同じようにすること｣を要求することが｢同調圧力｣となり、い

じめや生きづらさをもたらすことにつながったり、また、独創的な考えや異なる考え方を出せない雰囲気が

生み出されたりすることもあります。私たち教師は｢協働｣の意味をはき違えず、連帯責任を負わせたり、同

調圧力を助長したりしていないかの見直しが必要です。一人一人のよさを認め、生かし合い、協働できる学

級を目指しましょう。(安全･安心な風土の醸成 P24参照) 

 

○発達の段階を考慮した｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣ 

 ｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣を進めるにあたって、｢学び方｣等の積み上げも考慮する必要がありま

す。事前の取組もなく、｢自分で計画を立てて学習しなさい｣と教師から環境のみを設定されても、学習者の

発達段階･学習定着状況によって、かえって戸惑いを生み、学びに対する自己肯定感を失うことにもなりかね

ません。｢『学びに向かう力･人間性等』の涵養を図る｣と言われるように、自ら学習を進める力は、水が岩に

染み入るように、徐々に養われていくもので、一朝一夕で身に付くものではありません。 

 例えば、低学年では授業の中の 10分間を児童に任せる時間にしてみる。また、課題の種類や解く順序･問

題数など学ぶ内容を選択できるようにしてみる。そこから、徐々に学習方法、教材、学習時間等選べる範囲

を広げていき、経験を増やしていきます。大切なことは、学習者に主導権を与え、自己決定の場を提供する

ことです。(｢学び方｣を発達させる 4段階 P5参照) (自己決定の場の提供 P23参照) 

 

 

学習適性を意識した授業の構築 

 日常から自主学習を頑張っている学習者が｢成績の良い友達がやっていた勉強方法を自分がやっても成果が

でない…｣と相談に来た場合、どう助言しているでしょうか。｢集中が続かない…｣｢同じミスを繰り返す…｣な

ど、学習者の課題は人それぞれ違います。教師にとって効果的だった勉強方法だからみんなにも合うと考え

るのではなく、学習者それぞれの学習適性に合った｢学び方｣への助言･支援があるのではないでしょうか。 
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○個性である学習適性 

 学習適性とは、例えば【図６】のように、｢早く理解できる子｣と｢ゆっくり取

り組めば理解できる子｣、暗記の際に｢見て覚える方が得意な子｣もいれば｢唱え

て覚える方が得意な子｣、｢課題への取組が一つずつしかこなせない子｣もいれば

｢複数のことを同時にこなせる子｣等、様々な子が学級には混在しています。認

知スタイル(帰納的･演繹的)についても、どちらが理解しやすいタイプなのかも

分かれます。これらは、個々が得意とする学び方や理解の仕方に違いがあり、どちらが良い、悪いでもな

く、その人の個性として捉えることができます。このような学習者の姿からも、自分に｢合わない学び方｣で

学んでいると、理解に時間がかかり、自分は勉強ができない人間だと自信をなくしてしまことになりかねま

せん。｢自立した学習者｣に向け、これからの教師は｢学習適性｣という視点から、学習者への理解を深めてい

くことも必要になります。 

 

○自分の学びの特性を理解し、学びの質を高める 

 自らの｢学習適性｣について、学習者自身の自己理解はどのようにして図られるのでしょう。学習者の｢自己

理解｣を深めるため、教師は日常の授業において、学習者一人一人に応じた多様な学習方法･学習課題･学習時

間に取り組む機会を提供しましょう。そして、学習者は多様な｢学び方｣を経験しながら、自分に適した｢学習

適性｣【図７】を掴んでいきます。教師は、学びの質を高めるため、学習者が、自ら｢わかった｣｢できた｣と思

えるような単元計画を作成し、主体的に学ぶことの達成感･充実感を体験させながら、学習者における自己調

整力を身に付けさせましょう。(｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣P6参照) 

 学習適性の具体例 

認知 
特性 

視覚 
優位 

 情報を｢見て記憶する｣ことが得意。映像や画像、図形から内容を理解、記憶することが得意で、
目で見た情報と記憶を結び付けて思い出す人が多い。図や表、グラフを利用したり、カラフルなノ
ートやイラストを活用したり、｢漫画でわかる歴史｣や動画から学ぶと理解が早い。視覚に訴えかけ
る板書や ICT機器の活用も効果的です。 

言語 
優位 

 情報を｢文章や話し言葉を中心に理解し、記憶する｣ことが得意。言葉の使い方や表現力に強みが
あり、読む･書く･話すことを通じて深く学ぶ。本や教科書を読んだり、英語の学習では、単語カー
ドを使ったり、文章を書くことで覚えたりします。 

聴覚 
優位 

 情報を｢聞く｣ことで理解し、記憶にも残りやすく、音のリズムやイントネーションを活用して学
ぶことが得意。音読より音にして聴くこと、誰かに話すことで情報が残りやすい傾向にあります。
重要なキーワードを繰り返し口にしたり、考えに至るプロセスを口頭で説明させたり、CDなどの
音声教材を用いることも効果的です。 

認知
処理 
ｽﾀｲﾙ 

継次 
処理 

 情報を一つずつ順番に処理していくタイプ。脳が一度に一つの情報に焦点を当て、順序良く処理
していく方法。一つのことを深く理解しようとし、注意を分散させずに一つのことを取り組むた
め、細部に注意を払うことができます。だから、いくつかのステップに分け、難易度などの順序を
踏まえて学習を進めると効果的と言えます。 

同時 
処理 

 情報の全体を捉えてから、部分同士を関連付けて理解するタイプ。複数のことの間に関連性を見
つけ、同時に処理し、情報を統合することが得意です。多くの情報を同時に受け入れ、多くのこと
を同時にこなすことができるため、複雑な問題に対処するのに適していると言えます。だから、全
体の狙いをしっかり把握し、何を問われているかを認識してから、文章などから手がかりを探し、
細部に学習を進めていくことが効率的です。 

その他 
 学習の進め方にも、ロジカル型･全体把握型。一人が集中できる個別学習型、他者との共同が得意な協働
学習型。思考のプロセスも、帰納的な学び･演繹的な学び等があります。 

 
△私(教師)が丁寧に説明しているが、ついてこられない(聞いていない)子がいる。 
△動画を見せて説明したのだが、理解できていない子がいる。 

こんな授業になっていませんか 

〇学習到達度 
〇学習速度 
〇認知特性 
 ･視覚優位 ･言語優位 
 ･聴覚優位 
〇認知処理 
 ･継次処理 ･同時処理 
〇学習ｽﾀｲﾙ(個人･他者) 

【図６】 

【図７】 
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発問の工夫や場の設定 

 発問は、学習者の思考や活動、主体的な学習態度を促すとても大切なものです。優れた発問は、学習者の

学習意欲を高め、学習のねらいに迫り、課題解決を促します。授業展開や思考の流れを意識した、意図的･計

画的な発問を工夫することで、学習者の｢問い｣や主体性的な学びを引き出しましょう。 

 

○知識理解の有無を確認する｢質問｣、思考や行動を引き出す｢発問｣ 

 ｢自立した学習者｣を育成する授業では、学習者が｢問い｣を持つことは重要です。授業は教師の発言によっ

て進むことがほとんどです。「質問｣とは、単なる知識や経験を聞くことや、｢はい｣｢いいえ｣で応えられる単

調なもの、一問一答形式の繰り返しとなる問いのことです。物事をはっきりさせたい時や、授業にリズムや

テンポを生み出すために必要な時がありますが、学習者の思考に刺激を与えることは低く、単調なものにな

ってしまいます。また、一部の学習者の発言で授業が進んでしまい、そこに主体性を持てず、取り残されて

しまう学習者も少なくありません。 

 ｢発問｣は、学習者の思考や行動を活性化させる働きがあります。導入･展開･振り返りなどあらゆる場面で

考えられ、効果的な発問を行うことで思考を刺激したり、学習意欲を高めたりすることができ、考える力を

伸ばすことや主体的に学ぶ姿を引き出します。｢発問｣から学習者個々の｢問い｣を引き出し、｢個別最適な学

び｣と｢協働的な学び｣の場を学習者自らが設定していけるような力の育成を目指しましょう。 

 

 

○ねらいに即した発問 

 発問が練られた授業では、考えることが楽しくなり、充実感･達成感が生まれ、授業や学習に対する主体性

が高まることが期待されます。そのため、教師はねらいに対して、何を考えさせるのか明確に持つことが大

切です。 

学習過程 発問の働き→｢発問例｣ 

導入 

興味･関心をもたせ学習意欲を高める →｢この図を見て、気付いたことはありますか？｣ 

意外な事実を伝える →｢実は○○だったという事実があります｣ 

学習を解決する問いを焦点化する →｢今日解決したい問いはなんですか？｣ 

本時の課題解決に必要な既習内容に気付かせる →｢今まで学習したことで使えそうなことは？｣ 

生徒の声を取り入れる →｢○○さんは何に気付いたと思いますか？｣ 

 
△一問一答的な質問を繰り返し、正解的な学習者の発言で授業が進んでいる。 
△発問が練られておらず、結果教師の発言が多くなり、学習者の思考の邪魔をしている。 
△各教科等の特質に応じた｢見方･考え方｣を働かせる発問が意識されていない。 

こんな授業になっていませんか 

【図８】 
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展開 

交流を促す →｢異なる考えの友達を探して、一緒に考えてみましょう｣ 

結果を予想する →｢○○はどうなると思いますか？｣ 

思考を活性化させる →｢友達からヒントを得てみよう｣ 

 →｢○○さんと違うアプローチで考えている人がいますよ｣ 

 →｢行き詰まったときにどうしたら解決できそうですか？｣ 

順序を問う →｢ある条件で並べてみると何が言えそうですか？｣ 

根拠(理由)を問う →｢なぜ、そう言えるのでしょうか？｣ 

多面的･多角的視点を促す →｢反対の立場で意見を考えたらどうなりますか？｣ 

相違点(類似点)を問う →｢どこが同じで、違いはどこにありますか？｣ 

比較を問う →｢どちらが○○と言えますか？｣ 

一般化を図る →｢いつでも言えそうですか？｣ 

構造化を図る →｢仲間分けできそうですか？｣ 

拡散 

↓ 

収束 

↓ 

深化 

まとめ 

振り返り 

課題を振り返る →｢うまくいったこと、うまくいかなかったことは何ですか？｣ 

学び方を振り返る →｢今日の学びでどのような手順を使って取り組みましたか？また、取り組む

中で自分のやり方が変わった場面がありましたか？｣ 

次の学びにつなげる →｢今日の学びが将来どんな場面で役立つと思いますか？｣ 

各教科等の発問例は、｢『問い』が生まれる授業サポートガイド｣(沖縄県教育委員会)を参照く

ださい。 

 

 

｢学習基盤としての ICT活用｣  

思考を整理し考えを深める提示の工夫 

 ICT技術の急速な進展が社会の変化を激化させているという昨今、その ICT技術を教育においても使いこ

なす人材の育成が命題といえます。しかし、ただ使用することが目的ではなく、使用したことによって深い

学びとなり、自立した学習者の育成につながる ICTの活用が求められます。 

 

○ICTを文房具や教具として使いこなす 

 全ての学習者の可能性を引き出し、自立した学習者の育成を実現するためには、ICTは必要不可欠なもの

だと言えます。ICTもすべて教師が｢教えなくてはならない｣、｢ICTを自由に使わせたら遊んでしまう｣、と

いうこれまでの児童生徒観では改善が進みません。教師がすべてコントロールしようとせず、｢学習者に委ね

る｣という考え方も必要です。文房具のように使いこなすには、まずは、教師も学習者と同様に ICTを積極

的に使ってみるという視点から取り組んでみましょう。 

 

○主体的･対話的で深い学びの実現に向けた ICT活用 

 学習者は ICTを日常に活用することで、知りたいときいつでもどこでも学ぶことができるようになりま

す。その中で、自分のペースを大事にしながら自分に適した学びの選択を可能にする｢個別最適な学び｣や、

友人と多様な意見を共有したり、一つの作品を共同で作成･編集等を行ったりする活動など、｢協働的な学び｣

も発展させることが可能となります。 

 ICTを利用することで、時間的･空間的縛りが外れ、遠隔地の専門家とつないだ授業や、他の学校･地域、海

 
△電子黒板が教師の提示用や答え合わせのツールで終わっている。 
△ICTを活用することが目的化している。 
 

こんな授業になっていませんか 

https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008819/1008876/1008878.html
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外との交流など、今までできなかった学習活動の可能性が広がり、｢主体的･対話的で深い学び｣の実現に向け

た授業改善に生かしましょう。(｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な充実 P6参照) 

 

○学びのねらいに迫る場面で、ICTの特長を生かす 

 ICTは、時間的･空間的制約を超えること、双方向性を有すること、カスタマイズが容易であることなどが

特長です。このような特長を効果的に活用することにより、子供たちが分かりやすい授業、一人一人の能力

や適性に応じた学び(B個別学習)、子供たち同士が教え合い学び合う協働的な学び(C協働学習)などを推進

する事ができます。学習者一人一人の興味･関心や実態に合わせたり、課題の発見･解決に向けて試行錯誤を

繰り返したりする際の文房具として ICTを活用することによって、深い学びにつなげることが目的です。下

の表を参考に、｢A一斉学習｣、｢B個別学習｣、｢C協働学習｣それぞれの学習場面を相互に組み合わせた学び

の場を形成していきましょう。 

Ａ 

一
斉
学
習 

 

画像の拡大提示や書き込み、音声、動画などの視覚的で分かりやすい教材を

活用して、学習課題を提示・説明する。 

□作業方法や実演の映像(繰り返し提示･拡大･スロー等)を提示し、学習活動

を焦点化する。 

□学習者の考えを瞬時に集約し、焦点化してから比較検討したり、思考を整

理･分類を行ったりする。 

Ｂ 

個
別
学
習 

 

一人一人の習熟の程度に応じた学習や、学習適性に合わせた学びを進める。 

□映像や画像、学習アプリなど、自分にあった教材で学習を進める。 

□学習進度や学習到達度に応じた教材で学習を進める。 

□学習履歴(スタディ･ログ)をデータ化し、蓄積し、いつでも必要に応じて振

り返りとして活用する。 

□学習履歴を保護者面談等で共有し、家庭との連携を図る。 

 

インターネットやデジタル教材を用いた情報収集、写真や動画による観察記

録など、学習課題に関する調査を行う。 

□理科の実験等を動画におさめ、変化を繰り返し観察する。 

□ネットの動画コンテンツを活用して、効率よく調査を進める。 

□統計資料を検索･収集し、過去と現在の違いを探す活動を行う。 

 

シミュレーションなどのデジタル教材を用いた試行等により、考えを深める

学習を行う。 

□空間図形を少しずつ移動しながら、イメージをつかむ。 

□動的資料を静止画･スロー･繰り返し視聴し、変化から自分の考えを構築す

る。 
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写真、音声、動画等のマルチメディアを用いて多様な表現を取り入れた資料･

作品を制作する。 

□プレゼンソフトを用いて、写真･動画･音声などを差し込み、発表資料を作

成する。 

□国語の作品を読んで、作品をアピールする POP作成する。 

 

端末等を使用して、授業･個別･探究課題に取り組む。 

□教師から、レベルに分けた課題が出され、自分に適した課題を選択して勉

強する。 

□長期･短期目標達成に向けた学びのスケジュールを計画･実行し、適宜教師

が学習者と振り返りとして活用する。 

□学習者の興味･関心に自ら課題を見付け、探究的な学習を追究する。 

Ｃ 

協
働
学
習 

 

学習課題に対する自分の考えを、ICTに提示してグループや学級全体に発

表、話し合いを行う。 

□グループ学習において、画像などに自分の考えをタッチペンで書きこみな

がら友達に説明する。 

 

情報端末を用いて、複数の意見･考えを共有し、話し合いを通じて思考を深め

ながら協議で意見整理を行う。 

□グループで分担して集めた資料を、クラウドでグループ共有し、お互いの

資料として活用する。 

□チャット機能を用いて、お互いの考えを共有する。 

□多様な考えを複数提示し、比較する。 

 

情報端末を活用して、写真･動画等を用いた資料･作品を、グループで分担し

たり、協働で作業したりしながら制作する。 

□探究学習のまとめとして新聞を作成するとき、共有して同時に協働作成･編

集作業を行う。 

 

 

遠隔地や海外の学校や、専門家等との意見交換や情報発信などを行う。 

□姉妹校等と合同学習会を行う。 

□実体験が難しい体験活動を行う。 

□地域の方へのインタビューを録画し、地域の探求学習を行う。 

□Web会議システム等を用いて、専門家を講師として招聘する。 

□探究学習でまとめた学習を、HPで公開する。 

【図９】｢ICTを活用した指導方法～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～｣(文部科学省)を一部加工して使用 

 

StuDX Style(文部科学省) 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/08/14/1408183_4.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
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学びの選択肢としての ICT活用 

 予測困難な時代を生き抜く学習者は、多様性を持って課題に向き合う力が求められます。多様な学びに対

応するためには、ICTが不可欠と言えますが、大切なことは、自分の強みを知り、強みを生かした学びを自

分で選択できる力の獲得です。 

 

 授業における学習活動すべてを ICTに置き換え、毎時間確実に ICTを活用することが義務付けられてい

るわけではありません。しかし、未来を生き抜く学習者にとって ICTは必要不可欠のものと言えます。日々

ICTは進化していますが、ICTが得意な分野がある一方、まだ課題といえる部分もあります。同様に、学習

者にも個々人の得意･不得意があります。｢何を｣｢どのように｣して学ぶかは、学習者自身が選択できる授業の

経験が必要です。 

 教師が学習者一人一人の理解に努め、寄り添い、学習者自身の選択を後押しするかかわり方が｢伴走者｣と

して大切な視点となります。これまでの自分のやり方・指導法に固執せず、多様な学び方を受け入れる柔軟

なスタンスを持ち、実践を重ねましょう。 

 ICTの活用は不可欠でありますが、SNSでのトラブル、不適切な投稿などの情報発信のリ

スク、プライバシーの保護、著作権問題、健康面等のリスクも伴います。これらのリスクか

ら学習者を守り、安全に ICTを活用するためには、日常的な指導、体験を通じた学習、教員

自身のリテラシー向上を心掛けなければなりません。 

情報モラルに関する指導の充実に資する〈児童生徒向けの動画教材、教員向
けの指導手引き〉･〈保護者向けの動画教材･スライド資料〉等(文部科学省) 

 

｢指導と評価の一体化｣の実現 

単元終了後に身に付けてほしい力の明確化と共有 

 目の前の学習内容を、どう教えるかに教師は目が行きがちですが、単元(題材)を通して｢学習者が何を身に

付け、どのように学ぶのか｣など、資質･能力の視点でゴールを明確にする単元デザインが重要です。そのゴ

ールが明確にわかれば、学習者も安心して走り出すことができます。 

 

○教科書の学習内容を教えるから、教科書で資質･能力を育む 

 学習指導要領や｢指導と評価の一体化｣のための学習評価に関する参考資料を基に、｢何を評価するのか｣｢ど

のように評価するのか｣、この単元(題材)の終末までに育てたい資質･能力を明確にしましょう。教科書の学

習内容や教師用指導書だけで判断しては、教師自身が資質･能力を十分にとらえきれないまま、指導している

ことがあります。その点から、｢目標｣と｢指導と評価｣を一体的に考えることは重要と言えます。 

 資質･能力の一部｢主体的に学習に取り組む態度｣については、 

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を

 
△教師が、いつでも ICTを使用する場面を指示している授業。 
△ICTを過度に使用することに重きが置かれ、学習者の能動的な参加が促されない授業。 

こんな授業になっていませんか 

 
△わかりやすく説明すれば、学習者は理解できていると考えている。 
△活動は活発だが、学習者の学びが浅い授業となっている。 
△学習者がどう評価されているのかわからない。 
△評価が低いのは学習者の努力が足りないと教師が考えている。 

こんな授業になっていませんか 

那覇教育事務所コン
テンツ BOX学習評価 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm
https://sites.google.com/view/78contents-box/%E7%AE%A1%E5%86%85%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E6%8E%A8%E9%80%B2/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E8%A9%95%E4%BE%A1?authuser=0
https://sites.google.com/view/78contents-box/%E7%AE%A1%E5%86%85%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E6%8E%A8%E9%80%B2/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E8%A9%95%E4%BE%A1?authuser=0
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm
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行おうとする側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面 

この、①、②の二つの側面を評価することが求められています。 

 単に、挙手の回数や提出物など、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価ではないこ

とが強調されています。問いと答えの間が長く試行錯誤の機会を伴うパフォーマンス課題等

の中で、｢知識･技能｣｢思考･判断･表現｣などと一体的に評価することが中心となります。自

立した学習者には、この主体的に学習に取り組む態度を高めることが特に重要と言えます。 

 

○指導に生かす評価(教師の見取り) 

 学習者が最終的に達成した成果(ペーパーテスト等)だけでなく、学習に至るプロセス(例えば、学習状況の

様子や姿、何を思考し、判断したことを表現しているか等)を教師が授業の中で見取ることが大切です。評価

を具体化することで、授業中、学習者の躓きを見抜く視点が高まり、そこから具体的支援が見えてきます。

教師自身も見方･考え方を働かせ、学習者がどう思考し、どこで躓くか、そのためにどう気付きを促すか等、

教師の想像力を高めることが、教師の見取りを高めることにつながります。教師の見取りが高まれば、個別

最適な学びの中で個々への支援、協働的な学びの活性化に向け学習者を繋ぐこと、一斉指導における教師の

発問など、学習者が深い学びに向かう授業が展開できるようになります。授業の進め方以上に、学習者を見

取ることが指導の核であることを教師は理解しなくてはいけません。(授業でおさえたい｢見方･考え方｣P16

参照) 

 

○指導と評価の一体化はＰＤＣＡを確立すること 

 ｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣を一体的に推進し、教師の見取りを基に、学習者の主体性を保ちつ

つ、学習者が自らの学びを振り返り、自分で学習改善が図られるよう繰り返し促します。評価結果を授業内

や活動終了後にすばやく学習者にフィードバックすることで、学習者が自分の課題を理解し、次の学びに生

かすことができます。｢どこが良かった｣｢どこをどう改善すればよいのか｣を具体的に伝えることで、学習者

は次のステップに進む指針を得られます。学習評価が評定等の結果だけに生かすものではなく、学習者にと

って学習の改善に繋げることが｢指導と評価の一体化｣の目的です。 

 また、学習者の学習状況を見取ることができれば、教師自身の指導を見直すことができるきっかけを得ら

れます。学習評価は学習者だけでなく、教師にとっての授業評価という視点で捉え、授業改善に生かすこと

が｢指導と評価の一体化｣のもう一つの目的です。 

 自立した学習者は、目的に応じて自ら学習サイクルを回せる学習者です。そのためには、教師自身が授業

デザインを立てて(Plan)、実行し(Do)、何がよくて、どこに課題があり(Check)、授業改善を図る(Action)

姿勢を確立しましょう。ＰＤＣＡサイクルを回す重要性を教師が理解し、授業等を通して学習者に伝えまし

ょう。(モニタリングで理解度を客観的に確認する P19参照) 

 

 

｢見方･考え方｣を働かせ、鍛える 

 授業において、｢何でもいいから考えてごらん｣など、曖昧な問いかけでは、学習者の思考が定まらない場

合があります。課題に気付き、解決への見通しをもちながら、試行錯誤を繰り返し、学びを振り返る一連の

学習において、｢見方･考え方｣が繰り返し働かせることが求められます。 

東京都多摩教育事
務所所報 100号 

https://drive.google.com/file/d/1muLmPuIJAGfLrNPA8U8znflV3ALMN43P
https://drive.google.com/file/d/1muLmPuIJAGfLrNPA8U8znflV3ALMN43P
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○授業でおさえたい｢見方･考え方｣ 

 主体的で、対話が活発に行われていたとしても、深まりを欠くと表面的な活動に陥ってしまいます。｢見

方｣とはどのように対象を捉えるかといった教科等固有の対象を捉える視点であり、｢考え方｣はどのように対

象と関わり、どのように対象に迫るかといった教科固有のアプローチの仕方やプロセスのことです。｢見方･

考え方｣を働かせるとは、教師の意図的な働きかけにより、学習者がどのような視点で物事を捉え、どのよう

な考え方で思考していくかが明確になり、教科固有の学びが実現することです。｢見方･考え方｣を働かせるこ

とは知識を単なる暗記で終わらせず、資質･能力を相互に結びつけ、深い学びを実現する鍵と言えます。 

 

○資質･能力を高める「見方･考え方｣ 

 授業をデザインするときには、｢見方･考え方｣を念頭に置

くことによって、学習者が着眼すべき対象やその内容、対象

へのアプローチの仕方など、目指すべき授業の具体が見えや

すくなってきます。指導者にとっても｢見方･考え方｣を意識

することで、指導が一貫したものになり、授業を受ける側の

学習者にとっても学び進むべき方向性、見通しが立てやすく

なります。 

 指導においては、｢見方･考え方｣を働かせた学習者の姿を

イメージし、授業ではその姿を見取り、価値付けることで、

学習者にはその学びの良さを自覚させることができます。 

 

○｢見方･考え方｣を鍛え探究的な学びへ 

 授業では分かりやすくするために、課題を単純化して扱うことが多くなります。その中で、各教科等特有

の｢見方･考え方｣の働かせ方を学んでいきます。このような積み重ねで、学習者たちは連続性や関連性が見え

て、大切な概念、論点が理解できるようになり、｢見方･考え方｣が豊かで確かなものに成長してきます。次第

に、各教科等の｢見方･考え方｣を生かしたり組み

合わせたりと、知識や技能もばらばらのものでは

なく、関連したもの、統合されたものとして認識

されるようになり、汎用性のある思考方法、表現

方法を活用できるようになってきます。探究学習

は学習者の力を一段上のレベルに引き上げる好機

です。また、｢見方･考え方｣を鍛える手段とし

て、一人一人偏った知識･思考の構造を再構成す

るためにも、対話的な学びは重要と言えます。 

 

  

 
△子供たちの活動は活発だが、本時のねらいや単元のゴールに迫ることができない。 
△どういう話し合いをさせればいいのか、教師自身が迷っている 

こんな授業になっていませんか 

【図 10】｢授業の見方『主体的･対話的で深い学び』
の授業改善｣ 澤井陽介(東洋館出版社) 

 

【図 11】｢本当に知りたい社会科授業づくりのコツ｣著:澤井陽介(明治図書) 
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｢自学自習力｣を育む取組の充実 
目的意識を持たせ学ぶ意欲を引き出す工夫 

 単元内容が明示され、何を学び、何を身に付けるべきかが示されたとしても、その前段階として、｢何のた

めに学ぶのか｣という問いに学習者が答えを見いだせないことには、｢自分が学ぶ事への理由｣はうまれてこな

いのではないでしょうか。 

 

○好きになって自分で追究する学びへ 

 強制されて嫌々学ぶのと、好きになって

自分で追究する学びでは、学びの主体性に

雲泥の差が生じます。また、教わったこと

を忠実に行っていれば、ある程度までは学

習内容の理解に躓くことはないかもしれま

せんが、その状態で満足していては、主体

的に学ぶ楽しさも学習者としての自立も獲

得できないのではないでしょうか。学校の

学びが社会で生きて働く力につながる授業

改善が求められています。 

 学ぶ意欲(動機づけ)には、｢内発的動機付け･外発的動機付け｣があります。好きだから人から言われなくて

も自分からやるといった｢内発的動機付け｣の状態が理想です。最初は外からの働きかけにより、少し強制的

にやらされていたことが、できる喜びにつながり、少しずつ自分の中に重要性が増し、自分の将来や価値観

と合わさり、本当に楽しいと思える段階的プロセス【図 12】があります。(自分で学びを自己調整するため

に｢動機づけ･学習方略･メタ認知｣の獲得を図る P4参照) 

 【図 12】詳細 

 賞罰さえも受け付けず、無気力･拒否の状態｢非動機付け｣と言えます。 

 
｢宿題をやってこないと放課後居残りです｣、｢○○を頑張ったので、宿題を減らします｣等は、

賞罰が目的になっている状態です。ご褒美や罰がなくなればやらなくなってしまう状態です。 

 
｢先生に認められたい｣、｢親の期待に応えたい｣、｢○○には負けたくない｣等、賞罰よりも他人

を気にしている状態です。学習の中で緊張感を持って学習している様子が見られます。 

 
｢これを勉強したら将来役に立つ｣など、教師や親が言っていた｢大切さ｣や｢必要性｣を理解して

いる状態です。 

 
周囲からの期待や要求に価値を見いだすだけでなく、自分らしさのために学習する段階です。

将来の夢を叶えるために受験勉強することもこの段階と考えられます。 

 
やりがいや楽しさ、好奇心を基に学習する段階です。｢博士ちゃん(テレビ朝日)｣に出演する、

大人顔負けの知識と行動力をもった子供“博士ちゃん”はこの状態と考えられます。 

 ｢内発的動機付け｣に近付けるには、まず外からの動機付けとして、｢同一化的調整｣を目指します。そのた

めに、教師はうまく支援しながら、徐々に学習者の自己決定を促していきます。そのときに、学習者の３つ

の欲求(有能さ･自律性･関係性)を満たすことが有効です。(自己の成長を感じる振り返り P22参照) (共感的

な人間関係の育成 P23参照) (自己決定の経験の積み重ね P24参照) 

無調整 

外的 

取り入れ的 

同一化的 

統合的 

内的 

 
△先生に言われたことしかしようとしない。 
△学校の学びが将来何に役立つのか、学習者が理解していない。 

 

こんな授業になっていませんか 

【図 12】自己決定理論(Deci＆Ryan 2002) 
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○｢メタ認知｣を働かせ、自らの学びを調整する 

 今日の学びを自己調整するために重要なことの一つに、｢メタ認知｣の獲得が重要

と言えます。｢メタ認知｣とは、｢見る、聞く、読む、書く、理解する、覚える、思い

出す、考えるといった頭を働かせる活動に対して、一段高いところからとらえ直す

こと｣と言えます。頭の中で、もう一人の自分が、冷静にそして客観的に考え、判断

している状態です。｢メタ認知｣を働かせているからこそ、｢学習方法｣を調整しなが

ら、適切に学習の進捗状況を把握するだけでなく、自分に合った効果的な学習を見

つけ、時間などの自己管理だけでなく、モチベーション維持にも影響を与えること

ができます。(自分で学びを自己調整するために｢動機づけ･学習方略･メタ認知｣の獲得を図る P4参照) 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

目標設定 

長期的目標と、段階的な短期目標を立てます。今日の具体的な目標を設定します。達成可能
な計画を立てることで、意欲が継続し、途中で諦めるリスクが減ります。 
プランニングはモニタリングやコントロールの基礎になります。計画がなければ、進捗や効
果を評価できません。 

学習内容
の整理 

学ぶべき内容を明確にし、全体を把握します。学習項目を細分化して、取り組む順序を決定
します。 

方法と戦
略の選択 

目標を達成するための学習方略(学び方)を選びます。(自分に合った学び方とは P5参照) 

スケジュ
ーリング 

勉強の時間帯や学習ペースを考慮し、無理のない計画を立てます。学習の優先順位を明確に
して、重要な部分から取り組みます。 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ 
進捗確認 

自身が立てたスケジューリングに対して、どれだけ進んでいるかを確認します。｢良い調
子！このままだと予定時間より早くできそうだ｣、｢今日は予定していた範囲が終われそうも
ない｣と定期的に自分の進捗を確認することです。 

理解度･達
成度の評
価 

学習内容について｢どれだけ理解しているか｣、｢何が足りないか｣を自己評価します。｢どこ
がうまくいっていないか｣、｢どの部分に時間をかけるべきか｣具体的に洗い出します。(モニ
タリングで理解度を客観的に確認する P19参照) 

集中力の
維持 

定期的に自分の集中具合を評価します。勉強中に気が散っていると感じた場合は、その原因
を特定し、対策を講じることが求められます。｢この課題を終わらせたら気持ちがい良い｣と
ポジティブな自己内対話で集中力を高めること、また、｢ちょっと調子が良くないから、や
り方を変えてみよう｣と修正することも、集中力を維持に繋がります。 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

学習方法
の調整 

モニタリングで進捗を確認し、必要に応じて柔軟に別の方法を試すことも検討します。状況
に応じて学習方法を変えながら進むことで、困難に対処しやすく、目標達成に繋がります。 

時間管理 

学習に充てる時間を計画し実行します。日頃から学習時間を記録したり、最初は数学の勉強
で、次に英語の勉強をするなど、スケジュールを立てたりします。学習内容に優先順位を付
けること、集中力を維持するための工夫も取り入れます。一日の終わりに学習の進捗状況を
振り返り、次の日の計画を調整します。 

目標の再
設定 

学習目標が達成できなかった場合、目標を再設定し、次の学習計画に反映させます。これに
より、現実的で達成可能な目標を設定できます。自分で学習をコントロールできる感覚は、
学習意欲を高め、主体的な学びを促進します。 

 プランニング、モニタリング、コントロールを組み合わせることで、学習者の｢メタ認知｣が高まり、自分

有能さ 
への欲求 

成績を上げたい 
できるようになりたい 
うまくなりたい 等の欲求 

･｢できた!｣という成功体験を積ませる 
･できるようになる見通しを具体的に示す 
･学習者に適した挑戦レベルを提供する 
･その場で振り返りをうながす 

自律性 
への欲求 

自分で決めたい 
自分で選びたい 等の欲求 

･学習者がやりたいことに耳を傾ける 
･選択肢を与える 
･自分で選んだこと、決めたことは素晴らしいと価値付ける 
･上手くいかないときのネガディブ感情も受け止めてあげる 

関係性 
への欲求 

仲間に受け容れられている 
人の役に立ちたい 等の欲求 

･友達が興味をもっていることに自分も関わってみる 
･友達を思いやった行動に対して感謝される 
･協働的な学習活動を行う 
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の学習を効果的に管理し、継続的に改善していくことができます。 

 

○学習は計画・実施・振り返りを循環させ、｢メタ認知｣を発達させる 

 自立した学習者は、自分の学習を｢計画･実施･振り返り→計画･実施･振り返り→…｣と循環させることで継

続的に改善し、効果的に学習を進めることができます。学びや経験を通じて、｢メタ認知｣を獲得･発達させる

ことに繋がります。何を勉強して良いか分からないと立ち尽くすことから脱却し、とりあえず第一歩を踏み

出し、修正･改善を前提に挑戦することが大切です。この思考や体験を繰り返すことで、これからの時代に求

められる資質･能力、自分の学びをコントロールできる自立した学習者の姿を獲得できると言えます。教師が

授業の中で意識的にデザインを行い、繰り返し支援や仕掛けを行い続けることが大切です。 

 

○モニタリングで理解度を客観的に確認する 

 モニタリングは、学習者が自分の学習理解度を客観的に把握するための重要なプロセスです。学習の質を

向上させるため、様々な方法を学習者に経験させ、自らモニタリングできる力を育みましょう。 

 ①様々な種類の問題を解く…問題集や学習アプリ等を活用して、自分の理解度を確認させます。 

 ②要約…学んだ内容を自分の言葉で要約させます。要約が上手くいけば、内容をしっかり理解しているこ

とになります。 

 ③他人に説明する…教えることで、自分がどれだけ理解しているか確認できます。 

 ④他者からのフィードバックを受ける…先生や同級生等からフィードバックを受けることで、自分の理解

度を評価します。 

 ⑤応用してみる…学んだ内容を探究的な学習として実践することで、理解がどれだけ深いかを確認するこ

とができます。 

 ⑥学習記録を付ける…日々の学習内容をノートやアプリに記録させる。学習した内容の理解度を５段階で

評価させる。 

 ⑦時間をおいて再確認する…学習後一定時間経過してから理解度をチェックすることで、記憶の定着度を

確認します。 

 

○目的意識の高まりは学習耐性につながる 

 目的意識が高い学習者にはしっかりと負荷(難易度の高い学習)を与える視点も必要です。本人にとって負

荷が低い状態で、試行錯誤しながら課題を解決する場面を経験することがないと、本人はチャレンジする機

会に気付かず、現状に安心･満足したままになってしまいます。 

 逆に目的意識を見いだすことができていない学習者は、ひとつの課題から段階的なハードルをつくるなど

の工夫をこらすことで、始めは過剰な負担を学習者に生じないようにすることも視点のひとつです。 

 

 

学習者自身が自らの学びを深める自学自習・探究学習への支援 

 ｢何のために勉強しなければならないのか｣｢宿題は先生に言われたからやる｣等、学習者はそれぞれに、学

習に対して疑問や思いを持っています。学習に対する疑問を解決し、意義や目的を明確にするためにも、話

し合いや面談等を通して、様々な意見に触れさせたり、また学習の意義を客観的に捉えさせたりすることが

大切です。また、自分の学習状況を把握する機会を日常的に計画しましょう。 
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○日常の授業が学習者の学習サイクルの手本となる 

 日常の授業や、自主学習(家庭学習)が、教師により一律・一方的に課せられ、学習する目的も見いだせな

いまま、場合によっては長時間を要する大量の宿題に｢やらされ感｣を抱き、ひたすら｢こなすこと｣に終始

し、自律的な学習習慣の形成にも学力の形成にも結び付かない状況が見られます。 

 日常の授業において、自分事としての課題が見付かり、自分事の目標を設定し、解決の見通し(計画)を立

て、うまくいかなくても試行錯誤しながら、自分の変化を振り返り、自分の成長を実感する。そのような経

験の積み重ねがなければ、自ら学びを進め深めることはできません。(｢学び方｣を学ぶ授業の構築 P4参照) 

 

○自主学習(家庭学習)の役割を見直し、自己決定を促す 

 自主学習(家庭学習)には学力向上だけではなく、学習習慣の確立、自主性の育成、自己管理能力の向上、

課題に対する深い理解、探究心の喚起などの役割が考えられます。多様な学習者一人一人のために、学校か

ら与えられる一律の宿題では不十分と言えます。授業と直結した予習･復習を目的とした｢授業課題｣、苦手と

している分野･領域を克服するための｢個別課題｣や、好きや得意を伸ばしたり増やしたりにつながる｢探究課

題｣と分類し、学習者が自分に適した学習の内容及び量を意識して計画、実行できるよう支援しましょう。 

 ・授業課題…特に予習に取り組めるようになると、学習者の内容理解の深まりや学ぶ意欲(動機付け)の高

まりに期待ができます。事前に読んだり、解いたりして分からないところを見付けたりでき

るよう、まずは教師が計画的に提示します。教師から提示される学習から、徐々に学習者が

計画を立てられるよう支援してきます。 

 ・個別課題…苦手としている分野･領域だからこそ、教師の支援が必要です。下学年の内容であっても、小

さな成長を感じさせながら、学ぶ意欲(動機付け)を意識し、長い目で取り組むことが重要で

す。全員を対象にするのは難しいため、対象者を焦点化して取り組ませることも必要です。 

 ・探究課題…授業で学習したことをさらに｢知りたい･調べたい｣という｢授業から広がる探究課題｣と、授業

とは直接関係ないが学習者の興味関心に応じて追究する｢自由課題｣があります。探究するこ

と自体に、知識の深化と拡充だけでなく、問題解決能力の向上、自己実現、生涯学習の推

進、社会的貢献、心身の満足感にもつながり、社会の一員として自立した学習者への姿を獲

得することになります。教師も積極的に推奨するとともに、発信の場を提供してあげましょ

う。 

最初は学習者の判断に委ねることに教師としては不安が残るのも致し方ないと思います。まずは、日常の

学習指導と連動した｢授業課題｣、学習者一人一人の学習の習得状況に応じた｢個別課題｣に取り組ませましょ

う。さらに、個々の関心に基づいた｢探究課題｣に自らトライする機会を与え、日常の声掛けや、学級活動、

定期的な教育相談、三者面談等を活用して、教師とともに学習状況を確認していきます。学習者が、｢与えら

れるもの｣｢こなすもの｣として捉える学習から、自己の目標・興味に向けた自学自習となるよう支援しましょ

う。(好きになって自分で追究する学びへ P17参照) 

 

 
△授業で先生が一方的なめあてを提示し、先生にとって都合のいい解き方を教え、みんなに同じ宿題をだ
す授業 

△学習内容・学習量・学習計画を教師が一方的に押し付けている授業 

こんな授業になっていませんか 
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学びの原動力となる｢問い｣ 

｢問い｣は、現在の学びを次の学びへとつなげ、学習への主体性や意欲を高める原動力になるものです。学

習活動の時間では、「問い」に対する個々の多様な考え方を交差させながら、より良い考えや最適解にたどり

着かせることが大切です。そのためにも、個々の学習者が「問い」を持ち、主体的に学習に取り組めかどう

かが重要です。 

 

○学習者がつくる｢問い｣ 

 ｢問い｣とは、学習過程で学習者の中から生じてくる疑問、問題意識、探究心などから生じてきます。その

｢問い｣の解決に向け、今まで学んだことや経験したことを比較したり、関連付けたりしながら、新たな理解

をつくる自己内対話を通して、自己調整学習が育まれ、深い学びへとつながっていきます。 

 日々の生活を送る中で出会った情報の中に、｢問い｣を立てられるようになれば、そこから｢目的を持った新

たな学び｣が生まれるはずです。 

 

○学びの連続性を生み出す｢めあて･まとめ、振り返り｣ 

 日々の学習指導の中で、学習者自身が｢問い｣を立てる練習を積ませることは、自立した学習者に向けた力

と姿勢を養うために欠かせないことのひとつです。 

 最初の内は、教師が思い描いていた問いを学習者が立てられないことが多いはずですが、｢めあて｣を立て

る経験を繰り返す中で立て方のコツを掴んだり、｢めあて｣から派生する他の学習者が立てた問いに触発され

る中で徐々に｢問い｣の立て方を学んだりしていくものです。 

 また、学習過程を振り返る活動を充実させることは、学習した内容の確認にとどまらず、｢なぜ○○は○○

なのか｣｢次はこれが知りたい｣など、次の学習へつなげていく(学びの連続性)上での新たな｢問い｣･次時につ

ながる｢問い｣が生じます。 

 学びの振り返りを生かして｢問い｣を持つことは、課題を追究していく学習においても有効です。単元全体

や言語活動･付けたい力を見通して学習者から生じる｢問い｣を生かすことができるかどうかが重要になってき

ます。(目的意識を持たせ学ぶ意欲を引き出す工夫 P17参照) 

 探究活動はその力を一段上のレベルに引き上げる好機ですが、各教科の学びの中での訓練なしには、形だ

けのものになってしまいます。まずは教師の｢問い｣の立て方を見て学び、教師とともにつくりながら、学習

者が｢問い｣を立てられるよう段階的な指導を行いましょう。(｢学び方｣を学ぶ授業の構築 P4参照) 

 

  

 
△授業のめあてが、学習者の問いになっていない。 
△教師から一方的に与えられる問題に、学習者が必然性を感じていない。 

こんな授業になっていませんか 

〈｢問い｣が生まれる工夫例〉 
○ズレをつくる…①予想と事実とのズレ、②友達の考えとのズレ、③感覚とのズレ、④既習とのズレ 
○実物を通して、実現を通して、対話を通して 
○資料や課題の提示 
 ・資料を少しずつ見せたり、一部を隠して見せたりする ・複数の資料を比較(対比)させる 
 ・事象(現象)の理由を考えさせる ・一覧から決まりを見いだせる 
 ・既習から未習へ移ることでギャップを感じさせる ・分類したり類別したりする活動から特徴を見いださ

せる 
 ・条件を加えたり、制限したりする 
〇振り返りにおいて、あらたに創出される｢問い｣を見いだす活動をいれる。 
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育成を支える４つのポイント 
 生徒指導は、心理面の発達のみならず、学習面、社会面、進路面、健康面の発達を支えると同時に、自己の

幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えることを目的としています。学習者が｢何をしたいのか｣、

｢何をするべきか｣、主体的に問題や課題を発見し、自己の目標を選択・設定

し、この目標達成のため、自発的、自律的、かつ、他者の主体性を尊重しなが

ら、自らの行動を決断し、実行する力の獲得を目指しています。生徒指導を

困難的な課題への対応と捉えるだけでなく、本来は未然防止的な指導･支援と

して、次の生徒指導実践上の４つのポイントをおさえることが重要です。 

自己存在感の感受 

 自分が存在し、価値ある人として感じることは、心理的な健康や全体的な幸福にとって非常に重要なこと

です。前向きな自己イメージを持ち、目標に向かって努力する意欲がわきます。自分自身を大切にし、他者

との健全な関係を築く意欲にもつながります。 

 

○自分に関心を寄せてくれているという安心感 

 ｢自分も一人の人間として大切にされている｣、｢他者のために役立った、認められた｣と学習者自身が実感で

きることが大切です。学習者一人一人を大切にする(学習者一人一人に学ぶ楽しさや達成感を味わわせること

ができる授業)という意識を強く持つことが重要です。授業の中で先生方が学習者たちとのやりとりを楽しく

感じられたら理想的です。 

そのためには、教師との関係性の構築も欠かせません。学習者は無意識のうちに教師の言動を通して｢信頼

できる大人か｣どうかを見ているものです。教師への信頼感の第一歩は、｢自分に関心を寄せてくれているかど

うか｣です。人は、自分に無関心な人を信頼することができないものです。だから、自己存在感の土台は、関

心を寄せることです。自己存在感を｢自分の存在そのものを無条件に肯定してもらえる｣という自己存在感･安

心感は、学習者にとって大きな勇気･学ぶ意欲につながります。 

 

〇自己の成長を感じる振り返り 

達成感や充実感、｢次も頑張ろう｣というやる気などは、目標に対する結果を｢振り返り｣、自己の成長を感じ

ることで芽生えるものです。日常の授業において、｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣を一体的に進めるなど、

学習者が自分に適した目標や課題に向かって努力

し、学ぶ楽しさや達成感、自分の成長を実感できる

授業の工夫が求められます。 

どの学習者も本来、自分の力で成長していく力

｢自己成長力｣を持っている存在であることを信

じ、伴走する教師の姿勢が必要です。教師が一方的

に与えるのではなく、学習者が｢関心を寄せられて

いる｣｢大事にされている｣｢認めてもらえている｣

など、このような感覚を実感できていることが大

切です。 

 
△一部の学習者は、授業への参加意欲が見られない。 
△教師の視線が、多くの学習者の視線と交わることができない。 
△学習の振り返りが、学習者にとって成長を実感できるものになっていない。 

こんな授業になっていませんか 

【図 10】 
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共感的な人間関係の育成 

 共感を示すことで、他者との信頼関係を強化するだけでなく、お互いの視点や感情を理解しやすくなるた

め、協働で問題解決がスムーズに進むことが多いです。共感的な関係を通じて、自分自身も他者の視点を学

び、自己理解を深めることができます。 

 

○相手のことを大切にして聴く 

 自他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え、行動できる人間関係を育むことであり、教師も様々な人と

つながり、よりよい関係を築く力が必要と言えます。ポイントは｢互いに認め合い、励まし合い、支え合う学

級集団｣と｢自他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え、行動できる相互扶助的で共感的な人間関係｣にな

ります。 

 土台は、相手のことを大切にして聴く力の育成です。自分のことを｢わかってもらえた｣という感覚を持つこ

とができると、安心感を持ち、元気が出たり、やる気が出たりするものです。｢人の話を聴く力｣は、｢聴いて

もらえて分かってもらえた｣という体験を重ねることを通して育まれていくものです。何か特別な大きなこと

に取り組むのではなく、日々の小さな、ささやかな

やりとりの積み重ねによって作られるものです。 

 学習者が「友達の話をじっくり聞きたい」「自分

の考えを最後まで聞いてもらえる」と感じること

ができる学級集団においては、温かい人間関係が

形成されており、自分の考えや思いなどを安心し

て表現することができるため、自己肯定感も高ま

ってきます。友達の考えや思いを「傾聴」すること

のできる学級経営、教科経営を進めましょう。 

 

自己決定の場の提供 

 自らの意思で決定したことは、内発的な動機づけ(意欲喚起)を高めます。目標達成に向けた意欲や熱意が

持続しやすくなります。また、自分の決定に対して、責任感を学び、自律的に行動する力が養われます。自

己決定の経験を積むことで、自分自身の価値観や目標を明確にし、個人の成長や自己実現につながり、自己

効力感が高まります。 

 

○自立した学習者に必要な｢自己指導能力｣ 

一人一人が｢自己指導能力｣を獲得するには、自ら考え、選択し、決定する、そのような体験が何より重要と

されています。｢自己指導能力｣とは、学習者自らがそのときの状況を判断し、適切な行動を積極的に表出した

り、あるいは状況に合わせて抑制したりする力と言えます。自動車の運転に例えるならば、周りの状況を適切

 
△全員が話を聴く状況でないにもかかわらず、教師の都合で進行していく授業。 
△発言が正解のみ取り上げられる授業。 
△ 

こんな授業になっていませんか 

 
△学習方法、学習形態をすべて教師が決めている。 
△学習者に委ねる時間が十分でない。 
△教師の指示がなければ、学習者は動こうとしない。 

こんな授業になっていませんか 

【図 11】 
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に判断しながら、アクセルとブレーキを操作して目的地に向かって進めていくようなものです。アクセルを踏

まなければ目的地に着かないし、危険なときにブレーキを踏まなければ、これまた目的地に到達する前に事故

を起こしてしまいます。 

 自己決定の場を与える授業とは｢自ら課題を見付け、それを追究し、自ら考え、判断し、表現する授業｣とい

い表すことができます。自己存在感や共感的人間関係が肯定的に行われている授業の中で、さらに肯定的な自

己決定の経験を積むことが必要となります。 

 

○自己決定の経験の積み重ね 

 自己決定の場だけを提供しても、学習者は戸惑ってしまい、上手くいかないことも少なくありません。主体

的に取り組んでいる時は、自らやる気を高め、達成感や充実感を得たりする一方で、先生にコントロールされ

ていると感じている学習では、緊張感や不安などを抱きやすく、自己決定できる機会が失われ、結果としてそ

の課題に対するやる気が低下することにつながります。｢先生がダメと言ったら、ダメです｣、｢言われたとき

しか、PCを使ってはダメです｣等、教師による統制的な指導を受け続けた子は、｢自分で考えても意味がない｣

と自らの舵取りをあきらめることを学習しているかも知れません。そのために、大人(教職員)や友人との人間

関係が大いに関係してきます。学習者にとって安全や安心の感覚が持てるかどうかが影響します。まずは、

日々の暮らしの中で、ささやかな自己決定から経

験を積み重ねることが必要です。そして、そこに

大人の承認があって、価値付けされていきます。

学習者が難しい課題に直面した時にも、｢できそ

う｣と感じたり、｢難しそうだけど、こうしたらう

まくいくかも｣と別の方法を提案したりする姿を

みせるために、日々の授業の中で小さな自己決定、

小さな成功体験を積み重ねていけるよう、教師が

ファシリテーターとして伴走しましょう。 

 

安全･安心な風土の醸成 

 人は安心感を持つことで、お互いにオープンで誠実なコミュニケーションを可能にし、自分らしく振る舞

うことができます。また、リスクを取って新しいことに挑戦する意欲がわき、失敗から学ぶことができるよ

うになります。 

 

○学習者にとって｢学びやすい｣環境づくり 

 日頃から他者の人権や人格をおとしめる言動やいじめ、暴力行為をゆるさない｢安全･安心な教育を受ける

ことができる｣環境を学習者自らがつくりあげていく、さらに教師も学習者に対して配慮ない言動はもちろん

のこと、暴言や体罰は決してゆるされることではありません。 

 学校は、人との関わりの体験を通して生きる力を育む場所です。主体的な学びや他者との豊かな関わりを実

現していくために必要な土台が安全・安心です。 

 教師と学習者の｢関係性｣が、｢有能感｣や｢自律性｣につながり、学習への動機付けを高めると言われています。

 
△学習規律を強めるあまり、かえって学習者の意欲の妨げになっている。 
△机上や教室環境が、ICT端末の活用や協働的な学びを自由に行う環境に整えられていない。 

こんな授業になっていませんか 

【図 12】 
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そのことからも、｢何を言うか｣より｢誰が言うか｣が重要とされています。学習者への指導や支援の大前提は、

教師の心のありようと言えるでしょう。(好きになって自分で追究する学びへ P17参照) 

 当たり前のことですが、学習者は一人一人違います。｢違い｣を認めず、｢同じ｣を求めようとすると、学習者

を｢コントロール｣しようとしたり、叱ったりすることが増えることにつながります。違うことはマイナスなこ

とではなく、違いを生かすこと、伸ばすことを考えることが大切です。 

教師にとって｢教えやすい｣ことが重要なのではなく、学習者が｢学びやすい｣環境を整えることを考えると、

｢どこで｣･｢誰と｣学ぶかなども大切な要素です。(個性である学習適性 P9参照) 

・机上や机の中を自由に活用できる工夫 

授業で使う予定のない本や水筒等、机上や机の中の使用が制限されていては、ICT端末を活用する

とき、友達と学習を進めるときに支障がでてしまい、すぐに学習に移れません。机やロッカー等を有

効活用し、すぐに学習に必要な道具等の出し入れ可能な学習状況を作りましょう。 

・多様な学びに対応できる教室環境の整備 

｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣を進める上では、学習者が自由闊達に動ける学習空間も重要と

なります。ペアや 3人で話し合うために机をつなげ議論できる場所、自分で解答したり、先生からの

支援を受けたりするスペースが確保されていると、自分たちで学びを進めていけるものです。 

 

○不適切行動だけで判断しない 

 子供だけでなく、大人でも人は安定したいという欲求と、変化したいという欲求を持ち合わせています。

学校においては、教室が学習者にとって安定した居場所となっているかが大きな影響を与えます。その欲求

が満たされているときは、望ましい方向に努力し続けることができます。しかし、心の居場所が満たされて

いないとき、自分の居場所を確保しようと不適切な

行動で注意を引くような行動するものです。だか

ら、不適切な行動だけを注視し、注意･叱責を繰り返

しても、逆に放置しても無視されたと感じ、かえっ

て状況が悪化することが少なくありません。適切な

自己存在感を得られる場で、共感的な人間関係の構

築を目指し、目標の自己決定を促しながら、そこで

見せる適切な行動に対して積極的に承認しましょ

う。 

 

○学習者主体となった学級ルールづくり 

 学習者にとって、｢学びやすい｣環境に向けた一定

のルールは必要です。最初は教師から与えられたル

ールでも、自分たちの学級をより良くするために、

自主的にルールを考え直す機会を設けましょう。自

己決定の場を与えると、責任感や協力の意識も高ま

り、ルールを大切にしようとします。 

  

居場所を見つけるため 

 
 
 
 
 
 
 

全て適応行動 

・学習に集中しない 
・仕事をさぼる 
・反抗する 
・ウケをねらう 
・無気力になる 
・“気になる”行動をする 

・学習をがんばる 
・教師の話を聞く 
・役に立候補をする 
・頼まれた仕事をする 
・活動に協力する 
・役に立つ行動をする 

適切な行動 不適切な行動 

【図 13】｢アドラー心理学で変わる学級経営  
勇気づけのクラスづくり」著:赤坂真二(明治図書) 

【図 14】 
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｢自立した学習者｣の ESCORT RUNNER を目指して 
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